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政 策キーワード  

私 の強み  

教育力再生。子育て環境の整備 

医療福祉の充実による安心確保 

農林業の再生。食糧の安全保障 

都市と農村の共感醸成 

地域の歴史文化の発掘・再生 

地域主権・地方分権の確立 

国際的観光資源の保護・活用 

交通ネットワーク充実 

地震・防災対策の充実 

1. 

2. 

3.

安曇野で生まれ育った、信州人。 

国内外に広がるネットワーク。 

即戦力。政策・企画実現力。 

むたい俊介 オフィシャルサイト 
■PC版ホームページ

■携帯版ホームページ

■ブログ

www.mutai-shunsuke.jp/ 
www.mutai-shunsuke.jp/i 
tokyo-nagano.txt-nifty.com/smutai/

〒390-0863　長野県松本市白板2-3-30　大永第3ビル 

TEL.0263-33-0518（代） FAX.0263-33-0519

むたい俊介 事務所 「むたい俊介 後援会」へ、ご入会ください。 
～地域再生の種は足もとに～ 

最新情報は 
モバイル 
から！！ 

安曇野の少年時代（左端が本人） 

農家の方との懇談（上水内郡にて） 

少年野球の子供たちと（安曇野市にて） 

 討議資料 



有権者の庭先で 
ミニ車座座談 
（東筑摩郡にて） 

地域の足元にある 
歴史的文化資産を 
見直し、活用し、元気で、美しく、 
豊かな地域と日本へ。 

　私たちの身近には、古い屋敷林や民家、
美しい景観が残されています。これらは、
「歴史的文化遺産」であることを再確認し、
手入れすることで、地域の＜歴史資産＞、
＜文化資産＞、＜観光資産＞として再生
し、活用することを提案します。 
　こうした取り組みは、地域をより魅力
あるものにするだけでなく、景観と自然
環境にも配慮した住みやすい故郷を築
くことにつながります。信州の自然にマ
ッチした景観整備、中でも私が奨励した
い生垣整備は、地球温暖化対策にもつ
ながります。 

豊富な木材資源を活用し、 
地場産業振興を。 

　私たちの身近には、豊富な山林資源
があります。しかし、日本の豊かな山林
を荒廃させ、重油を大量消費して海外の
安い木材を買っているのが現実です。い
ま、ここで発想転換し、身近な木材資源
活用のため、地域の「やる気」、そして「支
援体制」を築く必要があると考えます。 

日本全体の活力源である、農村と地方を元気に。 
交流を深め、都市との＜共感＞を。 

　いま、都市と農村の間で＜共感＞が薄れつつあります。農
村や地方も都市と共に元気であることが、日本全体の活力に
つながります。都市部の子どもたちが農村で寄宿生活を経験
する取り組みの全国的制度化を提案します。交流によって共
感が育まれ、受け入れ地域の伝統文化や自然景観の再生保全
が促され、農村や地方に活力が生まれます。このことがひいて
は我が国の健全な内需拡大にもつながると考えます。 
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元消防庁防災課長・元ロンドン駐在所長 
自民党長野県第二選挙区支部長 

（松本市／安曇野市／大町市／長野市の一部／東筑摩郡／北安曇郡／上水内郡） 

この間、武蔵大学非常勤講師、 
信州大学非常勤講師、 
関西学院大学客員研究員など。 

地域安全学会元理事、 
日本地方財政学会、日本自治学会会員 

私の略歴 

私の編著書・論文など 

昭和31年 
 
 

安曇野市（旧三郷村）出身 
大町市、安曇野市（旧豊科町） 
で育つ 

昭和50年 
 

松本深志高校卒業 

昭和55年 東京大学法学部卒業、 
旧自治省入省、 
広島県庁、外務省、 
群馬県庁など 

平成10年 茨城県総務部長 
 

平成19年 自治体国際化協会ロンドン事務所長 

平成12年 地方分権推進委員会参事官、 
総務省消防庁防災課長、 
自治財政局調整課長、 
大臣官房参事官 

 安曇野に生まれ、高校生までこの地で暮ら
しました。旧自治省に採用後は全国各地に
勤務し、平成19年、ロンドンへ赴任。趣味は、
スキー、テニス、まち歩き、囲碁。妻（松本市
出身）と二人の子の四人家族です。 

　　「日本再生のキーワード」 
　　　　　  （イマジン出版／2009） 

「英国の危機管理の制度と運用」 
                    （月刊「近代消防」／2008） 

「政策課題と地方財政」 
　　　　  （ぎょうせい／2007） 

「三位一体改革と地方税財政」 
                          （学陽書房／2006） 

「高めよ！ 防災力」（ぎょうせい／2004） 
「どうなる地方税財源」（ぎょうせい／2002） 
「自治体財政基盤の確立」（ぎょうせい／1995） 
 

 

 

　豊富な行政経験を通じ、多数の編著書。 

弟の沐浴をお手伝い（大町市） 

子育て時代（群馬県） 

英国シェフィールド大学での講義 
「日本のコミュニティ政策について」 

松本市での講演 
「三位一体改革について」 

平成20年 8月、総務省退職 
自由民主党長野県支部連合会 
第二選挙区支部長就任 

元「エコノミスト」誌編集長 
ビル・エモット氏と（ロンドンにて） 

山村留学の地元の方と懇談（長野市にて） 農家の方と懇談（東筑摩郡にて） 

むたい俊介 
シュン スケ 

新刊 

地元出身の元代議士 唐澤俊二郎先生と（松本市にて） 

など 


